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公共の保護者 

公共の保護者とは、誰でしょうか？ 
公共の保護者とは、児童保護組織の中で能力に障害のある成人、子
供、若年者の権利と利益を保護することに責任を持つ、独立した法
定の役員です。 

この文書では、意思決定の能力に障害のある成人の保護における、
公共の保護者の役割について説明しています。 

意思決定の能力とは、何でしょうか？ 
法律によれば、あなたが 18歳以上であり、次のことができれば、
あなたには能力があるとみなされます。 

 決定をするのに必要な情報を理解してから、その決定をすれば、
何が起きるかを知っている。

 自由かつ自発的に、物事に関する決定をする。

 何らかの形で、他の人に決定を伝える。

時には、ある 18歳以上の人が、身体障害、脳傷害、または別の理
由によって、意思決定の能力を持っていないかもしれません。 

この場合は、その人は、他の誰かに意思決定をしてもらう必要があ
ります。その人の住居や、その人の受けるヘルスケアや、その人の
利用するサービスのように、それが個人的な物事に関する決定であ
れば、住民は保護者を必要とする可能性があります。 

保護者は、何をしますか？ 
保護者は、クイーンズランド民事行政裁判所（QCAT）によって任命
された、家族の一員や友人のような個人であり得ます。適切な人が
誰もいない場合は、QCATは公共の保護者をその人の保護者となる
ように任命します。財政的な決定をする必要がある場合は、管理者
を任命する必要があり、他の誰もいない場合は、公共の受託者を任
命することがあり得ます。 

保護者は、まるで住民がその人であるかのように、決定をします。
住民は、その人にとって大切な民族、場所、事情だけでなく、個人
の文化的な背景と宗教の信仰を考慮に入れます。 

悪用、怠慢、および搾取の申し立てへの調査 
能力に障害のある成人が虐待されているか、無視されているか、食
い物にされているときは、公共の保護者は、問題を解決することも
助けます。公共の保護者は、何が起きているかを見つけてから、良
い意思決定が適切に手配されていることを確かめて、助けに入りま
す。 

どのようにして、私たちは、将来に向けて現在の意
思決定を計画することができますか？ 
一般の人が将来に能力を失った場合に、意思決定の能力のある 18
歳以上の人は、その人に関して良い決定がなされるのを確かめるた
めに、法律上の文書をいくらか準備することができます。その文書
は、永続的委任状と事前健康指示書と呼ばれています 

詳細については、以下にご
連絡ください。 
公共の保護者のオフィス 

電話: 3234 0870 

電子メール: 
Adult@publicguardian.qld.gov.au 

ウェブサイト: 
www.publicguardian.qld.gov.au 

あなたが私たちに連絡して、あな
たの言語で物事を説明したい場合
は、翻訳・通訳サービス（TIS）の
13 14 50に電話して、公共の保護者
に連絡したい旨を依頼してくださ
い。  
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